
 

  

 

 

学校経営から学ぶ 

学校の教育目標「『自立』『協働』『創造』の理念を身に着けた

生徒」を育成するために、本年度は「わかりやすい授業」「学校

が楽しい～元気に登校、笑顔で下校～」「自分が健康である」を

モットーに、それぞれの組織を中心に取り組んでいます。その

ため、コロナ禍においても、３年生進路説明会や防災訓練、水

泳授業などを工夫して行ったり、２年生は職場体験学習ができ

ないので「マナー講習会」を行ったりする等、生徒に「達成感」

「共生感」「自己効力感」を感じさせる実践を行っています。ま

た、長期欠席の生徒については、それぞれの様子や取組状況を

毎月一覧表に示すことで、全教職員で対応ができるようにして

います。 

今後は、学校経営計画表にあ

る、それぞれの取組項目が、どの

「資質・能力（３本柱）」を育てる

のか（目的）を明確にすることで、

教職員や保護者・地域の方との共

通理解がすすみ、ベクトルが揃い

やすくなると思います。そのこと

で、方法（手段）は担当者に任せ

ることができ、それぞれの当事者

意識がより高まると思いました。 

 

授業から学ぶ
 

   

どの授業においても、生徒が学びから逃げることなく前向き

に取り組んでいました。特に、音楽では、良い音を出させるた

めに息遣いや発音の仕方を体験させた後、生徒自身が考えるこ

とで、意欲的に学びに向かう姿が印象的でした。また、数学で

は、やや難解な課題を与えていたので、学び合いが効果的に行

われていました。 

今後は、指導案にある「振り返り」には、生徒がどのような

事を書くのか、どんな姿になったら良いのか等、教師が願う具

体的なゴールの姿を「生徒を主語」とすることで、「ねらい」と

の連動や評価規準がより明確になります。そのような、日常的

な実践を行うことで授業力がより向上すると思いました。 
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